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複素数平面上の円 C1 を，A(−2)，B(3) からの距離の比が 3 : 2である点 P(z) 全

体の表す図形とする．

(1) C1 の中心と半径を求めよ．

(2) i を虚数単位とし，w = i(z − 4− 3i) とする．点 z が円 C1 上を動くとき，点 w

の描く図形 C2 は円となる．C2 の中心と半径を求めよ．

(3) (1)，(2) で求めた円 C1, C2の中心をそれぞれ Q，R とする．円 D を，直線 QR

上に中心があり，C1 および C2 に内接する円とする．D の中心と半径を求めよ．

(19 室蘭工大 4)

【答】

(1) 中心は点 7，半径は 6

(2) 中心は点 3 + 3i，半径は 6

(3) 中心は点 5 + 3
2
i，半径は 7

2

【解答】

(1) 3点 A(−2)，B(3)，P(z)は関係式 AP : BP = 3 : 2を満たすから

|z − (−2)| : |z − 3| = 3 : 2

∴ 3|z − 3| = 2|z + 2|

両辺を 2乗すると

32|z − 3|2 = 22|z + 2|2

∴ 9(z − 3)(z − 3) = 4(z + 2)(z + 2)

5zz − 35z − 35z + 65 = 0

zz − 7z − 7z + 13 = 0

(z − 7)(z − 7) = 36

∴ |z − 7| = 6

よって，C1 の中心は点 7，半径は 6である． ……（答）
(2) w = i(z − 4− 3i)を z について解くと

z = −iw + 4 + 3i

であり，z は |z − 7| = 6を満たすから

|(−iw + 4 + 3i)− 7| = 6

| − iw + 3i− 3| = 6

| − i(w − 3− 3i)| = 6

∴ |w − 3− 3i| = 6

よって，C2 の中心は点 3 + 3i, 半径は 6である． ……（答）

• z ##» w の変換の意味を考える．

w = i(z − 4− 3i) =
(
cos π

2
+ i sin π

2

)
{z − (4 + 3i)}
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であるから，点 z を実軸方向に −4，虚軸方向に −3だけ平行移動し，原点のまわりに
π
2
だけ回転した点が wである．したがって，点 z が描く円 C1 を実軸方向に −4，虚

軸方向に −3だけ平行移動し，原点のまわりに π
2
だけ回転して得られる円が C2 であ

る．すなわち，C2 の中心を表す複素数は

i{7− (4 + 3i)} = i(3− 3i) = 3 + 3i

である．また，C2 の半径は C1 の半径に等しく 6 である．

(3) 円 D の中心を S(α)，半径を r とする．
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円 D は円 C1 に内接するから

QS = 6− r …… 1⃝
円 D は円 C2 に内接するから

RS = 6− r …… 2⃝
が成り立つ． 1⃝， 2⃝より

QS = RS

である．3点 Q，R，S は一直線上にあるから，点
S(α) は線分 QR の中点であり

α =
7 + (3 + 3i)

2
= 5 + 3

2
i

である．また，2点 Q(7)，S
(
5 + 3

2
i
)
間の距離は

QS = 7−
(
5 + 3

2
i
)

= 2− 3
2
i =

√
22 +

(
− 3

2

)2

= 5
2

であるから， 1⃝より

r = 6−QS = 6− 5
2

= 7
2

である．

よって，D の中心は点 5 + 3
2
i, 半径は 7

2
である． ……（答）


